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エンスで切り開く京都の未来」を開催（2020 年 1 月 9 日）し、また報告書「地域と共
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来年度は、工学部が加わり 5 学部 11 学科の総合大学になると共に、所員や客員研究
員が増えるナガモリアクチュエータ研究所及び総合研究所の本格的な始動に伴い、業務
の増大と多様化への対応が求められる年となります。その中には、従来の地域社会や中
学校・高等学校との連携事業を通じた地域貢献の深化や研究者データベースの再整備に
加え、「社会が抱える問題の解決につながる、学部にとらわれない研究」「学部を跨が
る共同研究」「国外の大学との共同研究」「国際会議の本学開催」の支援や、「産・官・
学が密接に連携して問題解決を図る協働・連携体制の構築」の支援などがございます。
こうした学内外のニーズを念頭に、研究・連携支援センター職員一同、支援に尽力して
参ります。同時に教職員のみなさまには、ご理解と更なるご協力をお願いすることにな
るかと存じます。今後とも宜しくお願い申し上げます。 
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